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桜の便りが聞 こえて きました。今 年はど こに行ってみ ようか と迷ってみる の

も楽しみのひ とつ。現 在会員登録数 2,910人 さま。次号 は４月 20日発行の予定
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●「第 35 回  日産  童 話と絵本のグ ランプ リ」入賞作品 決定  

全国のアマチ ュア作 家から寄せら れた創 作童話  2,359 編、絵 本  429 編、  計  

2,788 編の中から、入 賞作品  38 編が決定し ました。  

・童話の部大 賞『く じらすくい』  水凪  紅美子  さん   

・絵本の部大 賞『こ がらしの日は 』  松丘  コウ  さん  

上記の２作品 は、後 日、絵本とし て出版 されます。  

◇入賞作品展  ３月 24 日（日）まで開催中  

大阪府立中央 図書館  国際児童文学 館展示 コーナー  （東大阪 市 荒本）  

開催日・時間 は、上 記館の開館日 、時間 に準じます／  入場 無 料  

→  http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『つくられた 心』 佐 藤まどか /作  ポプ ラ 社  2019 年 2 月  対 象年齢：小学

校高学年以上  



 

あらすじ：近未来。政 府の理想教育 委員会 は、「理想教 育モデル 校」にガード

ロ イ ド と い う ロ ボ ッ ト を 「 見 守 り 係 」 の 生 徒 と し て も ぐ り こ ま せ る こ と を

話 し 合 う 。 既 に 防 犯 カ メ ラ と 防 犯 用 集 音 マ イ ク は 設 置 さ れ て お り 、 こ れ ら

に よ っ て 、 カ ン ニ ン グ 、 い じ め 、 校 内 暴 力 等 が な く な る と い う 。 そ の モ デ

ル校の６年生 になっ たミカは、 16 人の級 友のうち誰が ガード ロイドか探し

てはいけない という ルールがある ことを 知りつつ 、仲良くな っ た仁（じ ん）、

鈴奈（れいな ）、ジ ェ イソンたちと ガード ロイドの正体 を密か に探る。  

 

Ｔ：「ＡＩ社会到 来」と言われる今 だから こその興味深 いテー マの本が出ま し

た。  

Ｙ：作品の前後が理 想 教育委員会の 会議の 状況にはさま れてお り、監視され、

管理されるこ との空 恐ろしさを感 じなが ら読みました 。  

Ｔ ： 主 人 公 は 小 学 ６ 年 生 の ミ カ で 、 近 未 来 の 日 常 生 活 が 描 か れ ま す 。 同 年 齢

の 読 者 は 、 自 分 の 生 活 と 照 ら し 合 わ せ な が ら 読 み 、 自 分 自 身 を 振 り 返 る こ

とができると 思いま す。  

  こ の 本 の 中 で は 、 監 視 の 目 が 光 る こ と に よ っ て 「 い じ め 」 が な く な る と

い う 考 え 方 が 紹 介 さ れ て い ま す が 、 日 常 的 に い じ め に 接 し て い る 子 ど も た

ち は 、 本 当 に こ れ で い じ め が な く な る の か な な ど と 思 い を め ぐ ら せ る こ と

ができると思 いまし た。  

Ｙ ： ク ラ ス メ イ ト に は 、 ベ ト ナ ム 人 の 両 親 が い た り 、 フ ィ リ ピ ン 人 の 母 が い

た り す る い わ ゆ る 「 ミ ッ ク ス 」 の 児 童 が い て 、 さ ま ざ ま な 文 化 的 背 景 を 持

っている状況 が描か れているのは イタリ ア在住の著者 らしい です。  

Ｔ ： ど の 子 ど も も な か な か 個 性 的 で 、 魅 力 的 。 い ろ い ろ な 子 が 出 て き て お も

し ろ か っ た で す 。 ま た 、 誰 が ガ ー ド ロ イ ド か と い う 謎 解 き の 要 素 が あ る 点

も読ませる力 になり ました。ガードロイ ド は、あま り特徴のな い 子なのか、

完璧な感じの 子か… …。  

Ｙ：そこが、おもしろ くもあり、私 にとって は少しもどか しくも ありました。

誰 が ガ ー ド ロ イ ド か と い う の は 、 作 品 の 読 み 方 に よ っ て い ろ い ろ な 考 え 方

が で き る よ う に 思 わ れ 、 そ れ が 読 者 の 考 え を う な が す と い え ば 、 そ う な の

で す が 、 一 方 で 、 そ の こ と に つ い て も っ と 突 っ 込 ん で 知 り た い と い う 欲 求

もありました 。  

  私 が 読 め て い な い だ け で 、 答 え は あ る の か も し れ ま せ ん 。 ぜ ひ 、 幅 広 い

世代の人に読 んで考 えてもらいた いと思 いました。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 43 回「セロ弾き の ゴーシュ」  

結末で描かれ ない喜 び  

 

前回 (当メルマガ NO.102)に続き、「 セロ弾 きのゴーシュ 」を取 り上げます。  

 

仲 間 の 楽 手 の な か で 一 番 下 手 な ゴ ー シ ュ が 、 演 奏 会 を 控 え た 練 習 時 に 楽 長 か

ら指摘された ことは 、〈おくれる 〉〈糸が 合 わない〉〈 表情・感 情 がない〉の 3

点。まさに楽 団の“ お荷物”でし た。  

 

物 語 は 、 こ う し た 問 題 を 抱 え て い た ゴ ー シ ュ が め き め き 腕 を あ げ 、 首 尾 よ く



楽 団 と し て 第 六 交 響 楽 を 仕 上 げ 、 ソ ロ で の ア ン コ ー ル を 任 さ れ る ま で を 描 き

ま す 。 楽 長 の 〈 一 週 間 か 十 日 の 間 に ず い ぶ ん 仕 上 げ た な あ 。 十 日 前 と く ら べ

たらまるで赤 ん坊と 兵隊だ〉とい う言葉 がそれを端的 に示し ています。  

 

ゴ ー シ ュ の 上 達 を 支 え た の が 動 物 た ち と の 交 流 で あ る こ と は 言 う ま で も あ り

ま せ ん 。 連 夜 訪 れ た 、 猫 ・ か っ こ う ・ 狸 ・ 野 ね ず み と の 交 渉 を 通 じ て 、 ゴ ー

シ ュ は ひ た す ら 〈 ご う ご う が あ が あ 〉 弾 き 続 け 、 結 果 と し て 知 ら ず 知 ら ず の

間 に 音 楽 の 才 能 を 開 花 さ せ て い っ た こ と に な り ま す 。 ア ン コ ー ル に 指 名 さ れ

て 〈 ど こ ま で ひ と を ば か に す る ん だ 〉 と 開 き 直 る ゴ ー シ ュ は 、 自 ら の 変 革 を

認 識 し て お ら ず 、 こ の 成 長 ・ 成 功 が 動 物 た ち に よ っ て も た ら さ れ た の で あ ろ

うことも（少 なくと も演奏会終了 後まで は）知りませ ん。  

 

演 奏 会 を 見 る 限 り 、 夜 通 し 練 習 に 明 け 暮 れ た ゴ ー シ ュ の 努 力 が 実 っ た と い え

そ う で す 。 が 、 結 末 で ゴ ー シ ュ の 喜 び が 描 か れ な い の は ど う い う こ と な の で

し ょ う 。 腕 を 上 げ 、 賞 賛 を 受 け 、 周 囲 か ら 認 め ら れ て な お 、 結 末 に 漂 う セ ロ

弾きの一抹の 寂しさ が意味するも のは何 なのでしょう か。  

 

そ こ に は 、 ゴ ー シ ュ に と っ て 動 物 た ち と の 交 流 こ そ が 重 要 で あ っ た こ と へ の

気 づ き が あ る よ う に 思 わ れ ま す 。 猫 に 怒 り 、 か っ こ う の 愚 直 さ に 驚 嘆 し 、 狸

と の 掛 け 合 い を 楽 し み 、 野 ね ず み を い た わ る こ と を 通 し て 、 自 分 の 存 在 意 味

や音楽が持つ 真の豊 かさを実感し たので す。  

 

演 奏 会 の 夜 遅 く 、 う ち へ 帰 っ た ゴ ー シ ュ が 口 に す る 〈 あ あ か っ こ う 。 あ の と

き は す ま な か っ た な あ 。 お れ は 怒 っ た ん じ ゃ な か っ た ん だ 。〉 と い う 言 葉 は 、

“四日間の重 み”への 気づきを意味 してい ます。誰かの ためにひ たすらに〈ご

う ご う が あ が あ 〉 弾 き 続 け た 時 間 の 重 み と そ の 喪 失 が 、 ゴ ー シ ュ の 心 を 捕 ら

えていたので はない でしょうか 。（ペ吉 ）  

 

（本文の引用 は、角 川文庫版『セ ロ弾き のゴーシュ』 により ました。）  

 

***************************************************************** 
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***************************************************************** 

その 11 さまざまなご 質問にお答え します （ 21）おはな しにつ いて５  

 

質問：昔話を語る時、書かれている 言葉を そのまま覚え る必要 がありますか 。  

 

（前回のつづ きです ）  

前 回 は 、 子 ど も が 知 ら な い こ と ば が あ っ た と き 、 そ の ま ま 語 る こ と に も 意 味

が あ る と い う こ と に つ い て 述 べ ま し た が 、 今 回 は 、 翻 訳 さ れ た 昔 話 に つ い て

考えてみたい と思い ます。  

 

外 国 の 昔 話 を 語 る こ と は 、 そ れ を 通 し て 聞 き 手 に 海 外 の 文 化 を 伝 え 、 多 様 な

考え方、感じ 方を伝 えるという意 味で意 義深いことだ と思い ます。  

 

初 心 者 の 方 は 、 そ の ま ま 語 れ る テ キ ス ト を 使 う こ と を お す す め し ま す が 、 だ

ん だ ん 語 り な れ て く る と 、 自 分 に 合 っ た 作 品 を 選 ぶ た め に 、 さ ま ざ ま な テ キ

ス ト か ら 作 品 を 選 ぶ よ う に な り ま す 。 と こ ろ が 、 翻 訳 の ば あ い 、 表 現 が 固 く

て 耳 で 聞 い て も わ か ら な い 語 句 や 言 い 回 し が 使 わ れ て い る こ と が よ く あ り ま

す。  



 

も ち ろ ん 、 原 書 に あ た っ て そ れ を 検 討 す る こ と も で き る わ け で す が 、 そ れ は

な か な か 難 し い の が 現 実 で す 。 そ こ で 、 可 能 で あ れ ば 、 複 数 の 翻 訳 を 読 み 、

ま ず は 、 基 本 に す る テ キ ス ト を 決 め ま す 。 そ し て 、 他 の 翻 訳 と 比 べ な が ら 、

そ の 昔 話 の 伝 え よ う と し て い る こ と 、 お も し ろ さ を 理 解 し 、 変 え る べ き 表 現

を 考 え て い き ま す 。 そ の 際 、 大 切 な の は 、 そ の お は な し が 、 何 を い わ ん と し

て い る の か 、 書 か れ て い る こ と ば は ど う い う 文 脈 で 使 わ れ て い る の か を 理 解

し 、 登 場 人 物 の 人 物 像 を 想 像 し 、 耳 で 聞 く に は 不 自 然 だ と 思 わ れ る こ と ば を

変 え る と い う こ と で す 。 そ う す る こ と に よ っ て 、 他 の 翻 訳 の 表 現 を 使 う こ と

もあれば、自 分で表 現を工夫する ことも あると思われ ます。  

 

お は な し と し て の ま と ま り を 考 え ず に 部 分 的 に 直 し て し ま う と 、 お は な し が

ぎ く し ゃ く し て し ま い ま す 。 何 度 も 声 に 出 し な が ら 、 そ し て 、 グ ル ー プ の メ

ンバーに聞い てもら いながら、語 るテキ ストを作り上 げるこ とが大切です 。  

 

＊ 次 号 も 引 き 続 き 同 じ 質 問 に つ い て 考 え ま す 。 ぜ ひ 、 ご 質 問 や ご 意 見 を お 待

ちしておりま す。（ Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

兵庫県立美術 館で、５ 月 26 日まで開催さ れ ている巡回展「不思 議の国のアリ

ス展」に行っ てきま した。  

 

この展覧会で は、『不 思議の国のア リス』の作者ルイス・キャ ロルの自筆原 稿

やスケッチ、挿絵 画家 ジョン・テニエル によ る挿絵の下絵、初 版本 、翻訳本、

いろいろな画 家の原 画、映画の映像、パ ン フレット、舞台の 写真 、レコード、

芸術家の作品（絵、写真、立体作 品、人 形）など 200 点以上 が、「１ 章  始ま

りの話－アリ ス誕生 」「２章  アリスの物 語 －不思議の国 への招 待」「３章  ア

ー ト の 国 － 世 界 が 愛 す る 永 遠 の ア リ ス 」 の 大 き く ３ つ に 分 け て 展 示 さ れ て い

ます。  

 

１章は、 1865 年に出版された『不 思議の 国のアリス』 に関わ る貴重な資料 が

数多く展示さ れてい ました。『不思議 の国 のアリス』の初版本 はもちろんの こ

と、キャロル自身が 撮 影した主人公 のモデ ルとされるア リス・リ デルの写真、

キ ャ ロ ル が ア リ ス ・ リ デ ル に 贈 っ た 手 書 き 本 『 地 下 の 国 の ア リ ス 』 の 挿 絵 の

た め の キ ャ ロ ル が 描 い た ス ケ ッ チ 、 挿 絵 画 家 ジ ョ ン ・ テ ニ エ ル の 鉛 筆 で 描 か

れた下絵、『不思 議の 国のアリス 』の赤ち ゃんがブタに 変身す る場面がしか け

で見られる切 手ケー ス（キャロル の発案 ）などがあり ました 。  

 

２ 章 は 、『 不 思 議 の 国 の ア リ ス 』 と 『 鏡 の 国 の ア リ ス 』 の ス ト ー リ ー 展 開 が 、

章 ご と に さ ま ざ ま な 画 家 の 原 画 で 楽 し め る 構 成 に な っ て い ま す 。 ヘ レ ン ・ オ

ク セ ン バ リ ー の ス ニ ー カ ー を は い た 元 気 な ア リ ス の お 茶 会 の 場 面 、 ジ ョ ン ・

ヴ ァ ー ノ ン ・ ロ ー ド の ハ ン プ テ ィ ・ ダ ン プ テ ィ が 塀 か ら 落 ち る 場 面 、 ア ン ヘ

ル ・ ド ミ ン ゲ ス の 黒 髪 の ゴ ー ジ ャ ス な 感 じ の ア リ ス 女 王 の 絵 な ど 、 描 く 画 家

によって違う アリス 像や場面を楽 しみま した。  

 

３章は、1903 年に初 映画化された 映像や 、1951 年公開のディ ズニー映画の キ

ャ ラ ク タ ー モ デ ル シ ー ト や ス ト ー リ ー ボ ー ド な ど と と も に 、 ア ー サ ー ・ ラ ッ

カ ム 、 サ ル ヴ ァ ド ー ル ・ ダ リ 、 マ リ ー ・ ロ ー ラ ン サ ン 、 草 間 彌 生 、 山 本 容 子



など、国内外 のアー ティストによ るさま ざまなアリス 作品が 圧巻でした。  

 

ア リ ス の 物 語 が こ ん な に も 芸 術 家 を 刺 激 し 続 け て い る こ と に 驚 き 、 展 示 品 の

多さに溺れた 感覚を 持ちながら、 会場を 後にしました 。（Ｋ ）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  大阪国際児童文 学 館を語る会・ 考える 会 in ふくちやま  

・記念講演会  「こ ども  ことば  絵本 －絵本が育て るここ ろの根っこ」  

講  師：松田 素子（ 編集者、作家 、翻訳 者）  

・トーク＆ト ーク  「絵本からＹ Ａまで  －子どもの 本の  い ま－」  

 パネリスト ：仲野 恵子（みかん の木文 庫代表）  

       松田 素子  

       松本 則子（人形劇 団クラ ルテ、  

全国児童・青 少年演 劇協議会運営 委員長 ）  

 コーディネ ーター ：土居安子（ 大阪国 際児童文学振 興財団 総括専門員）  

日  時：３月 30 日（ 土）午後１時 ～４時 10 分  

会  場：市民 交流プ ラザふくちや ま  ３ Ｆ市民交流ス ペース  （福知山市）  

参加費：有料    申込み：必要  

主  催：大 阪国際児 童文学館を育 てる会 、「大阪国際 児童文学 館を語る会・育  

てる会ｉｎふ くちや ま」実行委員 会  

後  援：大阪府子 ども 文庫連絡会  ／福知 山 市教育委員会  ／福 知 山市  ／大阪  

国際児童文学 振興財 団  

 

 

●  第 29 回箕面手づ くり紙芝居コ ンクー ル  作品募集  

募集期間：４月 16 日 （火）～５月 15 日（ 水）必着  

募集規定：ア マチュ アの手作り作 品に限 る、ほか  

募集部門：・ ジュニ アの部（作者 ･画家 ･演者とも小学 生 ･中学 生の作品）  

・一般の部Ａ 部門（ 当コンクール 入賞経 験者）  

・一般の部Ｂ 部門  

主  催：箕面 市教育 委員会  ／人と本を 紡 ぐ会  

問合せ：箕面 市立西 南図書館  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム 《１》「 この本読んだ ？」で 紹介しました 『つく られた心』を  

１名の方にプ レゼン トします 。ご希望の 方 は、メー ルで件名「メ ルマガ NO.103

プレゼント希 望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メー

ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5) こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は４月 10 日 (水 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 



編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

新年度目前の この時 期は人事異動 の内示 のシーズン。 自分自 身には関係が な

さそうでも、なんと な く落ち着かな い。仲良 くしていた人 との別 れもあるが、

新たな出会い や、新 しい一面を再 認識す るというのも 楽しみ 。そんな今の 時

期は、やはり わくわ くドキドキな のだ。 （ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


